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 [授業の概要・目的]
美あるいは芸術についての哲学的思索の歴史をたどることによって、両者の相互影響的な関係を明
らかにする。

 [到達目標]
芸術と思想の結びつきについての理解を深める。

 [授業計画と内容]
　以下のテーマについて、それぞれ２回程度の授業を行う（フィードバックを含め全15回）。 
１．プラトン：美のイデア 
２．アリストテレス：ミメーシス 
３．プロティノス／アウグスティヌス：形相と質料 
４．ヒューム／カント：趣味とは何か 
５．ロマン主義／ヘーゲル／ハイデガー：芸術作品における真理の現前 
６．ベンヤミン：複製技術の美学 
７．アドルノ：芸術と社会

 [履修要件]
前期の創造行為総論Ａの連続した履修を推奨する。

 [成績評価の方法・観点]
コメントカード（40％）および試験（60％）。

 [教科書]
授業内で適宜プリントを配布
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業ノートや配布物を読み直して授業内容を自分の中で整理すること。授業中に紹介した参考文献
を読むこと。美術展等にできるだけ出かけて作品を実見すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


